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を考える会 会報  
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メール iryo-kangaeru@waｌtｚ.ocn.ne.ｊｐ                    

ホームページ http://npo-iryo.org/                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会の名称が 

「NPO 法人 を考える会」になりました。 

 

理事長 山西 俊夫 

 

昨年11月の定期総会において会の名称を「NPO法人医療を考える会」から「NPO

法人東洋医療を考える会」に変更する案が提案され、論議した結果議決されました。 

 会の名称変更については、一昨年の定期総会で女性会員から、現在の「医療を考

える会」の名称はどうしても西洋医療が連想されてしまうので、運動の目標を明確

にする名称に変更するべきだとの熱心な提案がなされたのが発端でした。 

 昨近、東洋医療に対する国の医療費削減をめざす露骨な締め付けがますます厳し

くなってきています。今回の名称変更を契機に、自国の伝統文化でもある東洋医療

の理解、普及をめざす我々の運動を更に前進させましょう。 

 東京都への事務手続きも完了し無事承認されましたので、今後は「NPO 法人東

洋医療を考える会」に名称変更いたしますことをご報告致します。 
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コロナウイルス感染症、深刻な後遺症、回復に東洋医療の活用を 

 

 

本題に入る前に、全世界の人々が憂いている、

ロシアのウクライナへの侵略戦争に、ひと言。人

間の命と健康に、かかわる仕事をしている者とし

て、ロシア軍は、まちの破壊と大量の殺人を直ち

に中止して、撤退することを訴えます。自分の出

来ることは限られているので募金をしました。 

 さて、本題に入ります。『3月 28日月曜日の東京

新聞の朝刊一面に倦怠感/気分落ち込み/思考力低

下 オミクロンも深刻な後遺症、渋谷の診療所調

査 ヒラハタクリニックは、2020 年 10 月に後遺

症外来を開設し、今年 3 月下旬までに新型コロナ

の後遺症患者約 3600 人が受診した。そのうち約

3500 人に聞き取りをした。症状の最多は倦怠感

（93.7％）で、気分の落ち込み

（ 86.6％）、思考力の低下

（83.1％）頭痛（80.2％）が続

く。不眠や嗅覚・味覚障害、脱

毛の症状も半数が訴えた発症

が 1 月以降で、オミクロン株に感染した可能性が

高い後遺症患者は約 200人で、そのうち 10歳未満

は 4 人、10 代は 14 人。10 代以下の割合 9％で、

デルタ株以前の 5％より多い。 

後遺症は就業にも影響する。働いていた患者約 

 

 

2000人への調査では、「後遺症が仕事に影響した」 

と答えた割合が、昨年末まで（デルタ株以前）は

66.2％だったが、オミクロン株では 76.2％と 10％

増えた。・・・後遺症による倦怠感や気分の落ち込

みなどは、他人からは分かりにくい。平畑医長は

「職場や学校に行けないのを怠けているだけと言

われる患者もいる」と説明する』・・・というよう

な記事です。 

前記の症状に東洋医療が効果を発揮することを昨

年の 2月に、NHKの番組で紹介していました。東京

大学病院の東洋医療分野の医師が後遺症患者に漢

方薬を処方して回復している報告でした。はり、

きゅう、あん摩、マッサージ、指圧治療も効果を発

揮します。ぜひ活用してください。 

但し、ヒラハタクリニックで報告されている後遺

症は、現在、厚労省の通知では、病名制限があって

健康保険が使えません。は

り、きゅう、あん摩、マッサ

ージ、指圧治療を国民誰も

が希望したら健康保険で受

療出来るように厚労省、国

会議員に働きかけ健康保険

法に明文化させましょう。 

 

NPO法人 東洋医療を考える会 理事 髙橋養藏 

 

    

署名の報告 

               

    

2021年 11月第 17回総会時において 14,120筆、「国民の会」の到達は 40,734筆でした。 

署名を始めて来年の 7月に 10年を迎えようとしています。 

ネット署名も可能となりました。改めて署名を広めていただきますようご協力をお願いします。 
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足三里  

初夏を健康に過ごすために 
                           2022年 4月 5日 田中 榮子 

さくらの季節が過ぎ、まわりの木々が芽吹きはじめました。 

日本の四季は、春夏秋冬、私たちにその季節の楽しみを与えてくれます。 

私たち人間は、自然界の一生物。自然法則にそって生活することが健康にもつながります。 

初夏の特徴の一つに梅雨もあります。木々の緑は日一日と濃くなる中、気温の上昇、湿度の高まり、

気圧、風の変化などがあります。近年地球温暖化の影響で気象の異常化も見られます。 

この時期の生活上の注意点をおさらいしておきましょう。 

１）その日の天候に合わせ、衣類などの調整をする。 

２）過労に注意し、十分睡眠をとる。 

３）適度な運動。 

４）趣味やはりあいのあることをする。 

５）食生活の注意 ◉ 身土不二をできるだけまもる。（旬の物を、適量に、バランスよくとる） 

   ◉ 冷たい飲み物をとりすぎない。（胃液は薄まり、新陳代謝が低下する） 

    また、甘くて冷たいものを多くとると造血機能が落ちる。骨髄へいい血をつくる 

元の材料がいかないので、細菌やウイルスをやっつける元気のいい白血球やリン 

パ球も十分作ることができない。（食物の陰陽をまもる事が大事） 

         ◉ 食中毒に用心する事。 

６）新型コロナウイルス感染について 

この感染症が広がってから 2 年余り経過しましたが、現在の日本でのこの感染症は、全国的拡大も

収まっていません。私たちは引き続き、感染予防を実行していきましょう。 

７）お灸や指圧での穴（つぼ）の利用  

日本では古くから健康増進に「穴」がつかわれてきました。全身の循環を改善したり、食欲増進へ治

癒力を高めるなどです。 

よく使われる穴に、足三里、三陰交、太谿などの穴があります。これ以外にも反応のでている穴を使

うとよいと思います。ここを気持ちよく押したり、お灸をしたりなどいたします。なお、かかりつけ

の鍼灸師、マッサージ師さんがいる方は相談してください。又、病状により必要な時は、西洋医療の

協力も得てください。 

最近の世の中は、コロナ禍が長引いたり、突然プーチンによる戦争が起きたりと、不安なことも多

いですが、今日もよいところを数えて「平和な世の中を力を合わせてつくっていくのだ」とあかるく

あゆみましょう。                           

 

 

 

 

太谿穴 
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体験マッサージについて 

社教館祭りに「体験マッサージ」のコーナーをはじめて９年になります。 

国家資格を持ったはり・きゅう、あん摩・マッサージ・指圧師の経験豊かな

施術師が対応し、肩・腰などの痛みや不快感に応じたあん摩・マッサージ・

指圧によって、帰る時は「気持ちよかった」「軽くなった」「楽になった」

等々。最近は 1年に 1回の社教館祭りに列を作るほど楽しみに来て下さる方もありましたが、参加者ア

ンケートの結果、毎月 1回予約制で行うことになりました。 

 しかしコロナ禍により様々な仕事や暮らしにも支障があり、中止せざるを得なくなった時もありまし

た。そして新型コロナウイルスは予断を許さない状況でもあります。 

 こんな中ですが、下記の日程で体験マッサージを行う予定です。 

 

体験マッサージは 3 か月をメドにしていますが、慢性的な治療は健康保険による治療手続きが面倒な

制約があります。治療を受ける患者さんの権利を守り広めるために、皆様と協力して保険治療を広めて

いきたいと思います。 

 

 

         

毎月 1回 第 3木曜日 13時 30分～15時 30分 

千駄ヶ谷社教館を使用するため会員登録が必要です。 

年会費は 正会員 ￥2,000  賛助会員 ￥1,000 

施術の予約をされた方は 1人 20分 資料代として￥1,000 

ご家族やお知り合いの方がいらっしゃるようでしたらご相談ください。 

歩行困難な方は保険で往診も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定… 

４月２１日（木） 

５月１９日（木） 

６月１６日（木） 
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待ち合わせ： 植物公園正門前10時45分 

＊小雨決行 

神代植物公園散策のご案内 
 

2022 年       

5 月 29 日（日）  

11 時～14 時 

 

春の光に新緑がまぶしく映えるこのごろですが、みなさまお変わりなくお過ごしでしょうか。 

 さて、「NPO 法人東洋医療を考える会」会員交流会のご案内です。ご多忙とは思いますが是非ご

参加下さい。5 月下旬の神代植物公園はバラやサツキなどが見どころです。バラ園では様々な種類の

バラの花が咲き誇っている頃でしょう。甘い香りに包まれながらの散策はいかがでしょうか？大温

室も見応えがあります。南国を旅したような気分になれるかもしれません。 

散策後は、植物園近くのお蕎麦屋さんで深大寺そばを食べる予定です。参加ご希望の方は事務局

までご連絡ください。尚、コロナ感染症の状況により中止になる場合があります。ご了承ください。 

NPO法人東洋医療を考える会 事務局（03－3375-6151）  山口・渡邊 

 

 

（京王線調布駅・つつじヶ丘駅や、JR中

央線三鷹駅・吉祥寺駅からバスで「神代

植物公園前」下車。いずれも２０～２５

分程度 東京都調布市深大寺元町 5‐

31‐10（042－483－2300）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

武蔵野の面影が残る園内で、四季を通じて草木の姿や花

の美しさを味わうことができます。 

この公園はもともと、東京の街路樹などを育てるための

苗圃でしたが、戦後、神代緑地として公開されたあと、

昭和 36 年に名称も神代植物公園と改め、都内唯一の植物

公園として開園されました。現在、約 4,800 種類、10 万

本・株の樹木が植えられています。園内はバラ園、ツツ

ジ園、ウメ園、ハギ園をはじめ、植物の種類ごとに 30 ブ

ロックに分けており、景色を眺めながら植物の知識を得

ることができるようになっています。 

（神代植物公園 HP より） 

 
 


